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事業費

人員 正規職員

　 嘱託職員

　 人件費相当額

事業費・人件費の合計

３　ＣＨＥＣＫ（検証）

４　ＡＣＴＩＯＮ（取組）　　

今後の取組内容（改善策、スケジュールの建て直し等）

インターネットによる情報収集や他の調査研究結果などを使ってコストを抑えつつ、効率的な調査分析活動に努めます。また、調査分析結果につい
ては、庁内ホームページ等を用いて情報共有を図ります。
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・要綱等
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政策名

活動指標 21

22年度の実施内容
【及び23年度の実施予定】
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07ポートマーケティング機能を強化する個別施策名

概要

目的

1グローバルロジスティクスの港

2

年度 22
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回
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要
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経済性

受益者負担の適正性

実施主体の妥当性

内容の妥当性

利用者などの
対象者ニーズ

成果の達成度

目的・水準の妥当性

組合関与の必要性

ホームページ掲載率

成果指標

観点 課題の有無

有 ・ 無

単位

10経済・物流動向の調査分析

人

目標 4単位

2

経済・物流動向取り
まとめ回数

事務事業名

目標

19

実績

千円

人

実績

達成率（％）

千円

決算ベース（Ｈ22は見込）←

429
429

3,0682,120

0.25
0.00

100.0100.0

0.00

2221

0

100.0

→予算ベース

100.0

23 備考（指標の算定方法など）

2,120

0.35

実績

達成率（％）

年度

％

単位 目標

        　有          無

中間目標 備考（指標の算定方法など）

100.0

責任者
企画調整室
企画担当課長

24

3,068

24

中間目標

・22年度は、「インランドデポの現状と名古屋港の取組」と「アジアの経済成長と農林水産物等の輸出」の2件の調査分析を行
いました。

経済・物流動向を四半期ごとに取りまと
めます。

平成21年度～継続名古屋港の貨物動向を分析し、港湾の経営戦略につなげます。

01国際・国内海上輸送機能の強化

100.0

実施義務

052-654-7969

欧米や新興国など国内外の経済・市場動向及び物流動向について調査を行いま
す。

連携担当課

有 ・ 無

・国際産業ハブ港を目指す名古屋港にとって、背後産業の物流の効率化に資する
インランドデポや経済成長が著しいアジアへの農産物輸出について調査分析する
ことは、実務に直結しており、非常に有効であると考えています。

・将来の港湾経営および戦略を考えるうえで、本組合が主体となって実施する必要
性は高いと考えています。

有 ・ 無

・世界経済が大きく変動する中、名古屋港での新たな港湾経営戦略を検討するうえ
で、経済や物流の動向を調査分析することは必要であると考えています。

有 ・ 無

有 ・ 無

有 ・ 無

有 ・ 無

有 ・ 無

その他特記事項現状の「見える化」

20

100.0100.0

今後の事務
事業の方向性

今後の取組の方向性 今後の取組の方向性の判断理由

継続
成果 コスト

調査分析の実施とその結果の有効活用を図る必要があるため。
維持 縮小

建設整備事業一般事務事業 建設整備事業一般事務事業 建設整備事業一般事務事業
計画化 事業化 事業 管理

事務事業の段階

✔

✔


